










































































碇 石 研 究 の 課 題 と 分 布 に 関 す る 一 考 察
川 上  真 那
















































































































































































































































































































































































































































福岡 佐賀 長崎 山口 鹿児島 沖縄 茨城 中国 パラセル フィリピン ロシア 韓国 合計
1Ａ 23 4 16 1 6 3 1 3 4 4 1 66
1Ｂ 2 1 3
1Ｃ 3 3
2 2 7 3 1 1 60 74
3 2 0 2 4
4 27 2 29
不明 2（環型１） 1 2 5
合計 31 5 52 1 9 6 1 6 4 4 4 61 184











1A 1B 1C 2 3 4 不明


































第１図 小川2011: ２, 図２をもとに筆者作成。
第２図 川上1941: 38, 碇組立図を筆者トレース。
第３図 山本1974: 173, 第６図を一部改変。
第４図 上田1976: 99, 図４を転載。
第５図 小川2008: 13, 図1-8を一部改変。
第６図 王1996: 120, ﬁg37、38を転載。
第７図 石井1983: 29, 44を転載。
第８図 石井1983: 29, 45を転載。
第９図 石井1983: 22頁, 35を転載。
第10図 筆者作成。
第11図 筆者作成。
分布する地域が比較的限られ、分布範囲が狭まり限定さ
れる。そのなかでも１Ｂ、３類は、１Ａ、２類の分布範
囲内収まるものであった。
　また、２類のほとんどは九州北部から朝鮮半島に集中
しているが、３点のみ沖縄県に分布している。さらに長
崎県内の分布も１Ａ類とは異なり、壱岐に集中してお
り、１Ａ類との差異が表れた。これらの分布は全て遣唐
使船の航路上に位置するが、その中でも航路の違いが見
られる。この航路の差異が碇石の形態の差にも表れてい
るものと考えられる。
　この航路の差は船の発着地と、沿岸航路を採用するタ
イプの船と長い航路を耐える航洋船の造船技術の差が関
わるものであり、これらの違いが碇石の形態の差異に表
れている可能性がある。今後はこれらの点を明らかにす
るために碇石の生産地を検討するとともに、造船技術に
伴う碇石の機能的な変化を検討していく必要がある。
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